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 「奉仕しよう みんなの人生を 

                 豊かにするために」 

１０月のロータリーレート １ドル １１２円 

【会長挨拶】 

 ようやく関東圏での飲食店に対し行っていた時短要請が解除となりました。感染者数、重症者数も低い水準を維

持しており、懸念される第6波への警戒をしつつ経済再生を試みることはなかなかイメージしづらいところではな

いかというのが個人的な感想です。新型コロナの怖いところは重症化以外には後遺症があります。倦怠感や認知

障害、脱毛や睡眠障害等の後遺症が1年以上続いているケースが多いと言います。国立国際医療研究センターによ

ると感染者の4人に1人が半年後にも後遺症が残っているとのことです。ただ問題なのは様々な症状が現れるメカ

ニズムが解明されておらず、血液や画像診断では異常が見つからないことから診断、治療に繋がらないという問

題があるため、ＷＨＯでは今月、後遺症についての定義を発表しました。厚生労働省でも後遺症に特化した医師

向けの診療の手引きを作成し今月中に公表するそうです。地方自治体でも埼玉県や神戸市では独自の試みを始め

るそうなので、石川県でもそういった体制の強化なども今後行われることの必要性を感じます。コロナの影響で

アウトドア志向が大きくなり、自動二輪免許取得希望者が増え教習所も大変混雑しているそうです。連動して2 

 北國銀行で再生ファンドにかかわる業務を経験したのち、５０００時間も勉強して中小

企業診断士の資格を得ることが出来ました。海外旅行が好きでアジア各地、中南米、欧州

へと何度も出かけました。 

 小松商工会議所の概要について説明があり、沿革、組織、事業内容などの紹介があっ

た。自身の業務として、中小企業の基盤強化、育成事業などに関わっています。昨年のコ

ロナ対策の補助金申請の際は、個々の相談に応じお手伝いを休日返上でお世話しました。 

これまで行っている事業の紹介として、「こまつまちゼミの開催」「おみせＤＥマルシェ

の開催で、地元農産物の紹介と地域への応援」「梯川協議会の事務局として、年２回の 

清掃活動に参加」企業と学生の橋渡しで、６０社の紹介パンフ

レットを１５００部作成し配布、ＭＧ戦略ゲームとしてマネジメ

ントゲームの開催。経営幹部、後継者の学びの機会、今年の目玉

事業は、経営力強化総合支援アドバイザー派遣事業で、経営課題

の指導や、新分野への進出、生産性の向上、LINEを使った顧客づ

くりや、店舗ディスプレイなどを提案し業績、販売アップのお手

伝いをしています。等々。皆さんにも気軽に声をかけていただき

たいと思います。 



【編集】会報広報委員 村上正之 

※ご意見等がございましたら、当クラブ会報広報委員までお申し出下さい。 
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「小松シティＲＣ ニコニコボックス ゲスト卓話御礼・閉会点鐘御礼・その他」 
  

・鈴木隆史「小村一明様、本日はお忙しい中当クラブで卓話をして下さり大変有難うございました。経営についての相 

      談窓口が近くにあり大変心強い限りです。今後共どうぞご指導を宜しくお願い致します。吉田正樹さん、 

      いつも米山奨学生 包海清さんのお世話を有難うございます。今後共宜しくお願いします。」 

・松本賢一「小村様、本日はお忙し中卓話頂き有難うございました。橋本さん、本年度会員拡大委員長をしております 

      松本です。アフターコロナで世の中が混とんとしている中、入会頂き感謝感謝です。ご紹介頂いた吉田弘 

      文会員にも感謝感謝です。」 

・河北和則「本日は小松ＣＣＩ中小企業相談所経営支援課担当課長小村一明様、会議所のお仕事を分かり易くご説明頂 

      き有難うございました。今後ともご指導宜しくお願い致します。ＢＷＣキャンペーンも頑張ります！」 

・角谷治男「小松商工会議所小村様には、お忙し中当クラブでの卓話有難うございました。橋本さん、ご入会おめでと 

      うございます。一緒にロータリーライフを楽しみましょう。」 

・濱本哲成「小村さん、本日は卓話頂き有難うございます。本当に昨年はコロナの対策で大変ご苦労様でした。会議所 

      入所一年目からのハードワーク、こなせたのでこれから何があっても多分大丈夫でしょう。今後共宜しく 

      お願い致します。」 

・山崎秀雄「小松商工会議所中小企業相談所経営支援課担当課長小村一明様、小松シティＲＣの卓話に来て頂き有難う 

      ございます。中小企業の為に今後共ご尽力お願い致します。」 

・杉本隆「小村一明様、本日はお忙し中卓話有難うございます。今後益々のご活躍をお祈り申し上げます。」 
                                                    （順不同・敬称略） 

 

【幹事報告】 

・配布資料 週報１１号 
 

【委員会報告】 

・10/21(木)小松ＲＣ米山奨学生卓話同行（12：30～）吉田正 

・10/23(土)米山奨学生日帰り旅行（和倉温泉）吉田正 

輪購入希望者も増え、日ごろお世話になっているバイク屋さんも大忙しなのですが、半導体の不足から新車を生

産が出来ず1年待ち、その反動で中古車市場が高騰してきているそうです。バイクイベントと言えば羽咋市の千里

浜海岸をゴールとする国内最大級のバイクイベント「サンライズ・サンセット・ツーリング・ラリー」が10/16に

フィナーレを迎えました。このイベントはオートバイ冒険家の風間深志さんが2013年に始め今回が9回目。日の出

とともに太平洋沿岸を出発して太陽を追うように列島を横断して日没までにゴールである千里浜海岸渚ドライ

ウェイに到着し沈む夕日を見るというもので、10月2日から17日までの期間に行われました。16日の土曜日の昼休

みに道の駅木場に行ったらたくさんのライダーがいたのでこのイベント中であったことを思い出しました。自分

もバイクで道の駅に行っていたので駐輪所で隣に止めた隣の若い女の子ライダーに「千里浜に行くの？」と話し

かけたらそうですと楽しそうに答えてくれました。岐阜県の名古屋より一人で来たそうです。ちなみに輪島市は

「ライダーを笑顔で歓迎する都市」を宣言しており、これにより、ツーリングライダーに特約店などでコーヒー

をサービスするなど、ライダーを歓迎するまちづくりに取り組んでいます。コロナが始まる前までは、40代、50

代のいわゆるリターンライダーが多かったのですが最近では女性ライダーも随分と増え、中にはハーレーなどの

大型車に乗る方もいて、youtubeではモトブログの人気も高まっています。北陸に住んでいると夕日が海に沈むの

は当たり前ですが、太平洋側の方にとっては夕日が沈む様というのは一種の憧れのようです。うちの次女も今年

の夏に普通自動二輪の免許を取ったので、一緒に渚ドライブウェイも走りましたが、潮風を受けて砂浜を疾走す

るのはとても気持ちがよかったことを思い出します。このイベント、今年は5200台がゴールしたそうで、来年は1

万人の参加を予定しているそうです。千里浜と言えば砂浜が衰退し、砂の補充について毎年のように報道されて

いますが、地元でこのような大きなイベントが開催され参加者も毎年が増えてきているそうなので、砂浜を守る

ためにもぜひ継続してほしいなと思います。21日、白山と立山で初冠雪が観測されました。二つの頂が同日に初

冠雪を観測したのは2年連続だそうです。日一刻と寒くなり我が家のお茶の間にもこたつが登場しました。北陸の

紅葉はこれからですので、今年も白山麓の紅葉をドライブしながら楽しみたく思います。 


